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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第53期

第３四半期連結
累計期間

第54期
第３四半期連結
累計期間

第53期
第３四半期連結
会計期間

第54期
第３四半期連結
会計期間

第53期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 22,281,22723,007,9218,070,4508,172,31629,798,417

経常利益（千円） 1,851,8873,542,8991,342,7391,603,5832,410,492

四半期（当期）純利益（千円） 1,025,3461,855,931777,979 933,3171,435,086

純資産額（千円） － － 16,151,46817,675,21616,653,276

総資産額（千円） － － 40,607,18237,035,54240,583,765

１株当たり純資産額（円） － － 2,562.792,798.512,637.10

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
162.71 294.52 123.46 148.11 227.74

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 39.77 47.61 40.95

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
4,272,9482,594,181 － － 7,007,945

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,399,285△742,030 － － △1,524,325

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△3,019,717△3,487,308 － － △4,389,877

現金および現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 6,030,1725,463,5897,277,460

従業員数（人） － － 795 795 779

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２．売上高には、消費税等は含まれていません。

３．潜在株式等調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してい

ません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および連結子会社８社）が行っている事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 795     

　（注） 従業員数は就業人員（常用パートタイマーを含んでいます。）です。

(2）提出会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 391     

　（注） 従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含むほか、常用パートタイ

マーを含んでいます。）です。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりです。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同四半期比（％）

ライフサイエンス（千円） 2,993,552 5.0

電子材料および機能性化学品（千円） 3,038,107 4.8

合計（千円） 6,031,660 4.9

　（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっています。

２．上記の金額には、消費税等は含まれていません。

(2）受注状況

　当社グループは、見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりです。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同四半期比（％）

ライフサイエンス（千円） 5,263,460 △3.0

電子材料および機能性化学品（千円） 2,908,855 10.1

合計（千円） 8,172,316 1.3

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しています。

　      ２．前年同四半期比は、前第３四半期連結会計期間の事業別セグメント情報を第１四半期連結会計期間より適用

した報告セグメントの方法により組替したものと比較しています。

　          詳しくは、セグメント情報をご参照下さい。

３．前第３四半期連結会計期間および当第３四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績および当該

販売実績の総販売実績に対する割合は、次のとおりです。

相手先

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

株式会社フジミインコーポレー

テッド
1,013,297 12.6 1,030,831 12.6

４．上記の金額には、消費税等は含まれていません。

２【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクの内容について、重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社および連結子会社８社）が判

断したものです。

　 

(1）業績の状況

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、中国を中心とした新興国の景気上昇などによる輸出の増加

や、各国の経済対策などにより、国内の景況感は緩やかな回復基調をたどりました。しかし、その一方で長期化する

円高、雇用情勢の停滞、国内のデフレ基調などを主要因とし、依然として不透明な状況が続きました。

　このような状況のもと、当社グループはアジアを中心とした世界の顧客との関係を強化し拡販に努めるとともに、

新規製品の開発や生産性向上による原価の逓減に努めました。

この結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は8,172,316千円（前年同期比1.3％増、101,865千円増）となりま

した。利益面については、この結果、営業利益は1,662,510千円（同19.9％増、275,428千円増）、経常利益は

1,603,583千円（同19.4％増、260,844千円増）、四半期純利益は933,317千円（同20.0％増、155,338千円増）と大幅

な増益になりました。

当社グループの報告セグメントの業績は、次のとおりです。

第１四半期連結会計期間よりマネジメント・アプローチに基づく「セグメント情報等の開示に関する会計基

準」および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」によるセグメント情報の開示を行なってお

り、セグメント情報を変更しています。 

　また、第１四半期連結会計期間から適用する新セグメントの区分に組み替えた上で、前年同期比を記載していま

す。

（ライフサイエンス事業）

ライフサイエンス事業全体の業績は、外部顧客に対する売上高は5,263,460千円（前年同期比3.0％減、164,466千

円減）、営業利益は1,102,802千円（同24.3％増、215,552千円増）となりました。

日本経済の回復が緩やかなものにとどまっているなか、アジア経済の回復を背景として輸出が増加しました。し

かし、その一方で一部製品の市況悪化や市場価格の低下などに加え、一部商品の撤退などにより、前年同期に対して

減収となりました。利益面につきましては、継続して取り組んでいるコスト削減に加え、円高により日本における輸

入価格が低下したこと等により、営業利益は増加となりました。

（電子材料および機能性化学品事業）

電子材料および機能性化学品事業全体の業績は、外部顧客に対する売上高が2,908,855千円（前年同期比10.1％

増、266,331千円増）、営業利益は737,206千円（同9.9％増、66,160千円増）となりました。

世界的な需要不振が落ち着いたため、売上高は回復しました。利益面につきましては、売上高の回復、コストの削

減、京都第二工場における生産の再開等による生産性向上に伴う原価の逓減により、営業利益は増加となりました。

　

(2）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間における連結ベースの現金および現金同等物（以下「資金」という。）は、税金等調

整前四半期純利益による資金の増加を売掛債権の増加、借入金の返済等に充てた結果、第２四半期連結会計期間末

に比べ425,725千円減少し、5,463,589千円となりました。

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果取得した資金は741,349千円（前年同期は1,273,223千円の取得）となりました。これは主に、販

売の回復による売上債権の増加および法人税等の支払に対し、業績の持ち直しによる税金等調整前四半期純利益の

増加および減価償却費が発生したためです。

EDINET提出書類

扶桑化学工業株式会社(E01056)

四半期報告書

 5/29



（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は68,759千円（前年同期は158,067千円の使用）となりました。これは主に、有形固

定資産を取得したためです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は1,058,234千円（前年同期は1,601,058千円の使用）となりました。これは主に、

長期借入金の返済および配当金の支払を行ったためです。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更および

新たに生じた課題はありません。

(4）研究開発活動

当第３四半期連結会計期間における当社グループの研究開発費の総額は、95,566千円です。

なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却

等について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあ

りません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,000,000

計 19,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成22年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年２月10日）

上場金融商品取引所名
または登録認可金融商
品取引業協会名

内容

普通株式 6,302,200 6,302,200

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数100株

計 6,302,200 6,302,200 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年10月１日～

平成22年12月31日
－ 6,302,200 － 1,180,367 － 1,667,042

（６）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握していません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成22年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしています。

①【発行済株式】

 平成22年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式        700
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　6,300,200 63,002 －

単元未満株式 普通株式      1,300 － －

発行済株式総数 6,302,200 － －

総株主の議決権 － 63,002 －

②【自己株式等】

 平成22年12月31日現在

所有者の氏名または名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

扶桑化学工業株式会社

大阪市中央区高麗橋

四丁目３番10号

日生伏見町ビル新館

700 － 700 0.01

計 － 700 － 700 0.01

（注）当第３四半期会計期間に自己株式75株を取得しており、当第３四半期会計期間末の自己株式数は852株です。

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 2,175 2,505 2,450 2,080 2,025 1,850 1,788 1,994 2,049

最低（円） 1,924 1,900 2,055 1,845 1,624 1,610 1,674 1,768 1,790

　（注）　最高・最低株価は、平成22年10月12日より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであり、

それ以前は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場におけるものです。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりです。

(1）新任役員

該当事項はありません。

(2）退任役員

該当事項はありません。

(3）役職の異動

該当事項はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）および前第３四半期連結累計期

間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連

結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）および当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日

から平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）および前第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）および当第３

四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有

限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,463,589 7,277,460

受取手形及び売掛金 ※3
 8,752,454 7,758,578

商品及び製品 4,264,825 4,650,753

仕掛品 220,881 283,067

原材料及び貯蔵品 840,055 790,745

繰延税金資産 704,421 773,079

その他 397,027 358,418

貸倒引当金 △4,895 △10,549

流動資産合計 20,638,359 21,881,553

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 6,947,558

※1
 7,629,280

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 3,066,168

※1
 4,066,598

土地 2,472,634 2,485,552

建設仮勘定 39,502 13,470

その他（純額） ※1
 385,450

※1
 485,948

有形固定資産合計 12,911,314 14,680,850

無形固定資産

のれん ※2
 316,932

※2
 433,768

その他 513,994 600,445

無形固定資産合計 830,926 1,034,214

投資その他の資産

投資有価証券 585,254 694,229

長期前払費用 800,788 1,013,784

繰延税金資産 965,076 934,346

その他 399,320 452,790

貸倒引当金 △95,498 △108,003

投資その他の資産合計 2,654,941 2,987,147

固定資産合計 16,397,182 18,702,212

資産合計 37,035,542 40,583,765
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※3
 1,646,532 1,813,742

短期借入金 3,986,448 4,528,897

未払金 753,183 1,336,873

未払法人税等 710,611 892,023

賞与引当金 155,931 304,826

役員賞与引当金 33,750 45,000

その他 744,652 1,029,860

流動負債合計 8,031,110 9,951,223

固定負債

長期借入金 9,197,100 11,928,950

長期未払金 1,163,144 1,166,834

退職給付引当金 955,467 878,282

資産除去債務 9,417 －

その他 4,085 5,199

固定負債合計 11,329,215 13,979,266

負債合計 19,360,325 23,930,489

純資産の部

株主資本

資本金 1,180,367 1,180,367

資本剰余金 1,667,042 1,667,042

利益剰余金 15,405,599 13,770,217

自己株式 △2,164 △2,026

株主資本合計 18,250,844 16,615,601

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 146,413 223,500

為替換算調整勘定 △762,826 △221,593

評価・換算差額等合計 △616,412 1,907

少数株主持分 40,783 35,767

純資産合計 17,675,216 16,653,276

負債純資産合計 37,035,542 40,583,765
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 22,281,227 23,007,921

売上原価 14,469,896 13,675,712

売上総利益 7,811,331 9,332,209

販売費及び一般管理費 ※1
 5,662,258

※1
 5,526,635

営業利益 2,149,072 3,805,573

営業外収益

受取利息 4,374 10,193

受取配当金 14,352 15,394

受取手数料 11,303 10,723

法人税等還付加算金 10,640 1,061

補助金収入 － 11,329

その他 14,889 16,229

営業外収益合計 55,559 64,931

営業外費用

支払利息 223,979 174,524

為替差損 124,022 148,767

その他 4,742 4,312

営業外費用合計 352,745 327,604

経常利益 1,851,887 3,542,899

特別利益

固定資産売却益 1,378 120

投資有価証券売却益 169 78

会員権売却益 2,000 55

貸倒引当金戻入額 566 －

関係会社株式売却益 － 1,436

特別利益合計 4,115 1,689

特別損失

固定資産売却損 1,487 17

固定資産除却損 64,672 2,657

投資有価証券評価損 1,813 －

減損損失 28,541 367,159

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 29,631

特別損失合計 96,514 399,465

税金等調整前四半期純利益 1,759,487 3,145,124

法人税、住民税及び事業税 745,828 1,237,514

法人税等調整額 △13,864 48,700

法人税等合計 731,964 1,286,215

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,858,909

少数株主利益 2,176 2,977

四半期純利益 1,025,346 1,855,931
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 8,070,450 8,172,316

売上原価 4,714,235 4,641,660

売上総利益 3,356,214 3,530,655

販売費及び一般管理費 ※1
 1,969,132

※1
 1,868,145

営業利益 1,387,082 1,662,510

営業外収益

受取利息 1,720 4,823

受取配当金 6,085 6,602

受取手数料 3,563 3,474

法人税等還付加算金 － 11

補助金収入 － 11,329

その他 △2,769 6,613

営業外収益合計 8,600 32,855

営業外費用

支払利息 70,666 54,525

為替差損 △19,259 35,623

その他 1,536 1,633

営業外費用合計 52,943 91,781

経常利益 1,342,739 1,603,583

特別利益

固定資産売却益 － 120

投資有価証券売却益 96 －

会員権売却益 － △0

貸倒引当金戻入額 △3,174 －

関係会社株式売却益 － 1,436

特別利益合計 △3,077 1,556

特別損失

固定資産売却損 932 17

固定資産除却損 30,272 750

投資有価証券評価損 446 －

減損損失 △84 －

特別損失合計 31,567 767

税金等調整前四半期純利益 1,308,094 1,604,372

法人税、住民税及び事業税 519,784 647,849

法人税等調整額 8,135 16,655

法人税等合計 527,919 664,505

少数株主損益調整前四半期純利益 － 939,867

少数株主利益 2,195 6,549

四半期純利益 777,979 933,317
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,759,487 3,145,124

減価償却費 1,852,512 1,595,828

減損損失 28,541 367,159

のれん償却額 116,452 106,232

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,987 △5,100

賞与引当金の増減額（△は減少） △139,250 △148,774

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 37,500 △11,250

退職給付引当金の増減額（△は減少） 31,578 77,185

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △1,207,296 －

受取利息及び受取配当金 △18,726 △25,588

支払利息 223,979 174,524

為替差損益（△は益） 104,475 120,351

有形固定資産売却損益（△は益） 108 △103

固定資産除却損 64,672 2,657

会員権売却損益（△は益） △2,000 △55

投資有価証券評価損益（△は益） 1,813 －

関係会社株式売却損益（△は益） － △1,436

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 29,631

売上債権の増減額（△は増加） △2,267,423 △1,105,153

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,377,225 267,045

未収入金の増減額（△は増加） 4,234 －

未払金の増減額（△は減少） － △41,482

仕入債務の増減額（△は減少） 215,968 △136,333

未払費用の増減額（△は減少） 78,329 －

未収消費税等の増減額（△は増加） 42,678 －

未払消費税等の増減額（△は減少） 255,307 －

長期未払金の増減額（△は減少） 1,137,311 △3,690

その他 △240,271 △313,020

小計 4,455,222 4,093,752

利息及び配当金の受取額 18,666 25,479

利息の支払額 △216,680 △164,798

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 15,739 △1,360,252

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,272,948 2,594,181

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,371,760 △734,686

有形固定資産の売却による収入 4,648 360

無形固定資産の取得による支出 △18,547 △10,125

投資有価証券の取得による支出 △3,889 △4,120

投資有価証券の売却による収入 254 302

連結の範囲の変更を伴う関係会社出資金の売却
による収入

23,710 －

子会社株式の売却による収入 － 6,400

長期貸付金の回収による収入 980 5,394

その他 △34,680 △5,554

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,399,285 △742,030
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,703,268 △191,570

長期借入れによる収入 1,450,000 －

長期借入金の返済による支出 △2,690,800 △3,074,300

自己株式の取得による支出 － △137

配当金の支払額 △75,294 △219,786

少数株主への配当金の支払額 － △400

リース債務の返済による支出 △353 △1,114

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,019,717 △3,487,308

現金及び現金同等物に係る換算差額 △90,475 △178,713

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △236,529 △1,813,871

現金及び現金同等物の期首残高 6,266,702 7,277,460

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 6,030,172

※1
 5,463,589
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

会計処理基準に関する事

項の変更

資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準

第18号　平成20年３月31日）および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しています。

　これにより、営業利益および経常利益はそれぞれ1,782千円、税金等調整前四半期純

利益は31,414千円減少しています。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債

務の変動額は9,417千円です。

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しています。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）　

  営業活動によるキャッシュ・フローの「未収入金の増減額」、「未払費用の増減額」、「未収消費税等の増減

額」および「未払消費税等の増減額」は、前第３四半期連結累計期間では区分掲記していましたが、当第３四半期

連結累計期間より営業活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含めて表示しています。

  なお、当第３四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローの「その他」に含まれる金額は、それぞ

れ下記の通りです。

「未収入金の増減額」△7,016千円、「未払費用の増減額」△36,484千円、「未収消費税等の増減額」368千円、「未

払消費税等の増減額」△232,778千円　

　営業活動によるキャッシュ・フローの「未払金の増減額」は、前第３四半期連結累計期間まで営業活動による

キャッシュ・フローの「その他」に含めていましたが、当第３四半期連結累計期間より区分掲記しています。

　なお、前第３四半期連結累計期間の「未払金の増減額」は△226,724千円です。

　

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しています。
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１．棚卸資産の評価方法 　当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出については、実地棚卸を省略

し、第２四半期連結会計期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法によ

り算定しています。

　棚卸資産の簿価切下げについては、収益性の低下が明らかなものについての

み正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっています。

２．法人税等ならびに繰延税金資産およ

び繰延税金負債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断については、前連結会計年度末以降に経営

環境等または一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、

前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックスプランニングを

利用する方法によっています。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金

等調整前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しています。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、21,573,969千円で

す。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、20,504,725千円で

す。

※２　固定負債である負ののれんと相殺した差額を記載し

ております。

なお、相殺前の金額は次のとおりであります。

※２　固定負債である負ののれんと相殺した差額を記載し

ております。

なお、相殺前の金額は次のとおりであります。

のれん 320,540千円

負ののれん 3,608千円

のれん 439,542千円

負ののれん 5,773千円

※３　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につい

ては、手形交換日をもって決済処理をしています。な

お、当第３四半期連結会計期間の末日は金融機関の休

日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手

形が当第３四半期連結会計期間末残高に含まれていま

す。

　３　　　　　　　―――――――

　

受取手形 182,269千円

支払手形 8,692千円
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（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

運搬費 833,131千円

給与手当 1,139,113 

賞与引当金繰入額 205,600 

役員賞与引当金繰入額 37,500 

退職給付費用 58,119 

役員退職慰労引当金繰入額 4,922 

減価償却費 571,599 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

運搬費 880,403千円

給与手当 1,140,945 

賞与引当金繰入額 250,008 

役員賞与引当金繰入額 33,750 

退職給付費用 55,464 

役員退職慰労引当金繰入額 － 

減価償却費 437,872 

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

運搬費 319,823千円

給与手当 389,533 

賞与引当金繰入額 41,466 

役員賞与引当金繰入額 12,500 

退職給付費用 19,289 

減価償却費 185,940 

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

運搬費 302,641千円

給与手当 391,150 

賞与引当金繰入額 88,893 

役員賞与引当金繰入額 11,250 

退職給付費用 18,690 

減価償却費 130,806 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月31日現在） （平成22年12月31日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 6,030,172

預入期間が３か月を超える定期預金 －

現金及び現金同等物 6,030,172

　

 （千円）

現金及び預金勘定 5,463,589

預入期間が３か月を超える定期預金 －

現金及び現金同等物 5,463,589

　

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）および当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　

至　平成22年12月31日）

１．発行済株式の種類および総数

普通株式 6,302,200株 　

２．自己株式の種類および株式数

普通株式  852株 　

３．新株予約権等に関する事項

  該当事項はありません。　
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４．配当に関する事項

　　　配当金支払額

　

　

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月25日

定時株主総会
普通株式 126,028 20 平成22年３月31日 平成22年６月28日利益剰余金

平成22年11月５日

取締役会
普通株式 94,521 15 平成22年９月30日 平成22年12月10日利益剰余金

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 

ライフ
サイエンス
事業
（千円）

電子材料
および機能
性化学品
事業
（千円）

その他の
事業
（千円）

計
（千円）

消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 5,402,4482,650,60917,3928,070,450 － 8,070,450

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － 1,000 1,000 (1,000) －

計 5,402,4482,650,60918,3928,071,450(1,000)8,070,450

営業利益 893,066666,130 2,4581,561,654(174,572)1,387,082

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

 

ライフ
サイエンス
事業
（千円）

電子材料
および機能
性化学品
事業
（千円）

その他の
事業
（千円）

計
（千円）

消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 14,685,9237,541,10954,19422,281,227 － 22,281,227

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － 6,616 6,616 (6,616) －

計 14,685,9237,541,10960,81122,287,844(6,616)22,281,227

営業利益 1,706,927982,320 5,4902,694,738(545,665)2,149,072

　（注）１．上記事業は、製品および商品の種類・性質、製造方法、販売市場等の類似性等を勘案して区分しています。

２．各事業の主要な製品および商品等

(1）ライフサイエンス事業………………リンゴ酸、クエン酸、その他果実酸、食添製剤、グルコン酸

(2）電子材料および機能性化学品事業…超高純度コロイダルシリカ、樹脂添加剤、医薬品原料、写真薬原料

(3）その他の事業…………………………上記の事業分野に該当しない化成品等

３．前第３四半期連結会計期間において、電子材料事業への展開を目的として青島扶桑第二精製加工有限公司の

社名を扶桑化学（青島）有限公司に変更し、増資を行いました。これに伴い事業内容が変わったため、当公司

の事業の種類別セグメントを「ライフサイエンス事業」から「電子材料および機能性化学品事業」に変更

しました。
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 
日本
（千円）

アジア
（千円）

アメリカ
（千円）

計
（千円）

消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 7,185,424399,485485,5408,070,450 － 8,070,450

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
146,960845,77658,5581,051,295(1,051,295)－

計 7,332,3851,245,262544,0989,121,746(1,051,295)8,070,450

営業利益または営業損失

（△）
1,444,17590,329△17,1911,517,313(130,231)1,387,082

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

 
日本
（千円）

アジア
（千円）

アメリカ
（千円）

計
（千円）

消去又は
全社
（千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 19,574,122978,2641,728,84022,281,227 － 22,281,227

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
370,2832,651,375182,8483,204,507(3,204,507)－

計 19,944,4053,629,6401,911,68925,485,735(3,204,507)22,281,227

営業利益 2,291,273289,06457,3632,637,700(488,627)2,149,072

　（注）１．国または地域の区分は、地理的近接度によっています。

 ２．各区分に属する主な国または地域は以下のとおりです。

アジア：中国、タイ

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 ヨーロッパ 北米 アジア その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 111,6511,041,492816,231 24,1581,993,533

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － － 8,070,450

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
1.4 12.9 10.1 0.3 24.7

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

 ヨーロッパ 北米 アジア その他 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 370,8833,318,9572,162,994100,3745,953,209

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － － 22,281,227

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
1.7 14.9 9.7 0.5 26.7

１．国または地域の区分は、地理的近接度によっています。

２．各区分に属する主な国または地域は以下のとおりです。

ヨーロッパ：イタリア、フランス、イギリス

北米：アメリカ

アジア：中国、台湾、韓国

３．海外売上高は、当社および連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高です。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

  当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営

資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものです。

  当社は、製商品・サービス別に事業部を置き、それぞれの事業部で、取扱い製商品・サービスについて国内

および海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しています。 

　したがって、当社は、事業部を基礎とした製商品・サービス別のセグメントから構成されており、「ライフ

サイエンス事業」および「電子材料および機能性化学品事業」の２つを報告セグメントとしています。

  「ライフサイエンス事業」は、リンゴ酸、クエン酸、その他果実酸、食添製剤、グルコン酸等の生産・販売を

行っています。「電子材料および機能性化学品事業」は、超高純度コロイダルシリカ、樹脂添加剤、医薬品原

料、写真薬原料等の生産・販売を行っています。

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

　当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日）

　（単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

ライフサイエ
ンス事業

電子材料お
よび機能性
化学品事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 14,661,7068,346,21523,007,921 － 23,007,921
セグメント間の内部売上高又
は振替高

18,133 29,436 47,569△47,569 －

計 14,679,8398,375,65123,055,491△47,56923,007,921

セグメント利益 2,222,0702,144,3494,366,420△560,8473,805,573

（注）１．セグメント利益の調整額には、提出会社の総務部門・経理部門等、一般管理部門に係る費用

△564,896千円、その他4,049千円が含まれています。 

　    ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

　

　当第３四半期連結会計期間（自 平成22年10月１日 至 平成22年12月31日）

　（単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

ライフサイエ
ンス事業

電子材料お
よび機能性
化学品事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 5,263,4602,908,8558,172,316 － 8,172,316
セグメント間の内部売上高又
は振替高

△303 11,121 10,817△10,817 －

計 5,263,1572,919,9768,183,133△10,8178,172,316

セグメント利益 1,102,802737,2061,840,009△177,4981,662,510

（注）１．セグメント利益の調整額には、提出会社の総務部門・経理部門等、一般管理部門に係る費用

△179,755千円、その他2,256千円が含まれています。 

　    ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。
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３．報告セグメントの変更等に関する事項　

　第１四半期連結会計期間よりマネジメント・アプローチに基づくセグメント情報の開示を行っています。　

　なお、前第３四半期連結累計期間および前第３四半期連結会計期間の事業別セグメント情報を、第１四半期

連結会計期間より適用した報告セグメントの方法により区分すると次のようになります。　

　

　前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日）

　（単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

ライフサイエ
ンス事業

電子材料お
よび機能性
化学品事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 14,753,3227,527,90522,281,227 － 22,281,227
セグメント間の内部売上高又
は振替高

127,470 26,867154,338△154,338 －

計 14,880,7937,554,77322,435,566△154,33822,281,227

セグメント利益 1,713,331972,2182,685,549△536,4762,149,072

（注）１．セグメント利益の調整額には、提出会社の総務部門・経理部門等、一般管理部門に係る費用

△545,464千円、その他8,987千円が含まれています。 

　    ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

　

　前第３四半期連結会計期間（自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日）

　（単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

ライフサイエ
ンス事業

電子材料お
よび機能性
化学品事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 5,427,9262,642,5248,070,450 － 8,070,450
セグメント間の内部売上高又
は振替高

11,971 14,856 26,827△26,827 －

計 5,439,8982,657,3808,097,278△26,8278,070,450

セグメント利益 887,250671,0461,558,296△171,2141,387,082

（注）１．セグメント利益の調整額には、提出会社の総務部門・経理部門等、一般管理部門に係る費用

△173,818千円、その他2,603千円が含まれています。 

　    ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

　

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する事項

　当第３四半期連結会計期間（自 平成22年10月１日 至 平成22年12月31日）

　　該当事項はありません。

　

（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21

年３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号　平成20年３月21日）を適用しています。
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（金融商品関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）　

　金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

  ヘッジ会計が適用されないデリバティブ取引の残高はありません。　

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

　該当事項はありません。

（企業結合等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

　該当事項はありません。

（資産除去債務関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）　

　資産除去債務の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。

（賃貸等不動産関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）　

　賃貸等不動産については、企業集団の事業の運営において重要性が大きくないため記載を省略しています。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 2,798.51円 １株当たり純資産額 2,637.10円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 162.71円

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載していません。

１株当たり四半期純利益金額 294.52円

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載していません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益（千円） 1,025,346 1,855,931

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 1,025,346 1,855,931

期中平均株式数（株） 6,301,423 6,301,418

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 123.46円

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載していません。

１株当たり四半期純利益金額 148.11円

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、

潜在株式が存在しないため記載していません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益（千円） 777,979 933,317

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 777,979 933,317

期中平均株式数（株） 6,301,423 6,301,409

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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（リース取引関係）

　リース取引開始日が適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引

に係る方法に準じて処理を行っていますが、当第３四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は前連結会計年

度末に比べて著しい変動はありません。

２【その他】

　平成22年11月５日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議しました。

(イ）中間配当による配当金の総額………………………94,521千円

(ロ）１株当たりの金額……………………………………15円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日および支払開始日…………平成22年12月10日

（注）平成22年９月30日現在の株主名簿に記載または記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月12日

扶桑化学工業株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山本　操司　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吉田　敏宏　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている扶桑化学工業株式会

社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成

21年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、扶桑化学工業株式会社及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注） １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保

管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年２月10日

扶桑化学工業株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山本　操司　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 吉田　敏宏　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている扶桑化学工業株式会

社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成

22年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期

レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、扶桑化学工業株式会社及び連結子会社の平成22年12月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注） １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保

管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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